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平
成
十
二
年
度
の
大
学
進
学
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
。
大
学
の
名
前
と
貪
望
芸

（
　
）
内
は
浪
人
を
挙
げ
る
。
国
公
立
大
で
は
、
岩
手
大
学
に
6
T
）
名
、
岩
手
県
立

大
学
に
6
名
、
が
合
格
し
た
。
そ
の
他
の
国
公
立
大
学
に
関
し
て
は
表
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
主
な
私
立
大
学
で
は
、
岩
手
医
科
大
学
に
4
T
）
名
、
盛
岡
大

学
に
7
毛
東
北
学
院
大
学
に
崇
2
）
名
、
日
本
大
学
に
6
（
1
）
考
同
志
社
大
学

に
1
名
が
合
格
し
た
。
他
の
有
名
大
学
に
も
多
数
合
格
し
て
い
る
。
今
年
は
例
年
に

比
べ
て
県
立
大
学
の
合
格
者
が
多
く
、
健
闘
し
た
年
だ
っ
た
。

【
三
E
中
田
勇
樹
】

大　 学　 名 芋　 苛 ■ 学　 科 現役生 卒粟屋 大　 字　 名 苧　 環 学　 科 現役生 卒象生

弘駒大 理工 蛾 聯 システム 1 城西大 珪済 荘官

岩手大 エ 応用化学 8 滴 2

賊 エ 2 電学院大 文 児i

憫 システム 東京国際大 而

t 気 t 手工 Z 国際関係 匠関内係

十∴ ■十

大 3宇部

経済

工学基礎苧堺

凪畷武道大

千葉商科大

芸 武道

藍済

サ浜国立 農富 経営システム科学 学習院大 租工 物理

鹿昆体育大 体育 体育スポーツ 北里大 水産 水産生物

青森青森公立大 往昔経済 蛭宮経済 獣医 駄物資＃

着手県立大 総合政策 総合政策 二［草沃大 工u t 気t 子職 工

社会福祉 福祉臨床 1 専修犬 珪済 ■寸

ツ刀 ウエア慣粗 ソ7 日71 7 憎構 大東文化大 荘官 握含

缶留文化大 文 社会 遮千捜商科大 裾 紺 1

国・公立大学計 16 3 柘確二大 機械システム

札幌大 経営 経営 裔京大 丈 国P 文化 1

札幌学院大 法 法律 1 法 法捜

磋済 荘済 丘済 8 済

■ 1 東京経済大 藍済 経済

函館大 商 ● 1 東京工科大 機械封釦 2

北海道二［大 工 蘭報デザイン 情報工

北海道情報大

北海道東海大

鐘首情報 情報 東京■大 地礪 壕 森林総合

情報メディア

エ

情報メディア

海洋覇堰 l

東京理科大

二松学舎大

法 線 ≡羞撼

2

1

千歳科学技術大草 光料 出石用システム 日本犬 文理 社会

北海道私大汁 工 恨 工 Ⅰ

■■十 長官 経常 理工 愉毅工 1

社会 社会啓社 t 気工 1

八戸工諷大 エ 建美エ 航空宇宙エ 1

榔 欄 間 生産工 管理エ

隠 工 法政大 経済 鐘所 1

t 気t 手工 明治大 ■ 生命科学 】

システム珊 工 2 呪星大 理工 物理 1

青森中央芋院大 法 経営法 1 立正大 経書 経営

を手医科大 匡 医 仏教 仏教 】

錮 歯 2 神奈川大 ■書 国際仕官 2

富士大 脚 経済 荘済 経済 1

経済 経営法 鵬黒字農大 鰯済 経営 1

盛岡大 文 英米文 東京工著大 ユ： 謹躁エ 】

児童教育 2 四条私大 32

日本文 】 北匝大 法 政治 】

石巻専修大 訂 t t 山梨学院大 商 簡 】
生物生産エ 2 日本福祉大 憫 社会 情報社会 】

仙台大 体育 鍵痍絹祉 1 窟払学園大 法 法律

東北学院大 法 法律 2 周窓社大 法 法律

8 滴 経済 1 熊谷大 8 済 経済

t f 2 召二会 社会

応用物理 1 甲子同大 朱筆 す■ 1

機触エ 1 高知工科大 工 瀾 システム 】

帆 工 1 2 開架以西私大 9

土木工 3 玖皿嘩鮭力闊潤 大 電子技術

東北二⊂葦大 建築 1 東北大医療榊 大 組 曲胆技術

適侶二［ 1 1 岩手泉立大字短放大 国監文化

t 千二［ l 岩手累立産業嶺謳短大 メカトロニクス

酬 1 t 子技術

土木工 1 慣報技術

東北文化学同大 医欝福祉 保健凛祉 1 岩手肴訂星拡大 闇

秋田経済大 法 法律 秋田美工璧 工芸美術

経済 経済 4 会津大藍i大 炭票デザイン

奥功夫 文 芙鏑露文 王 高田粗大 産業遇彩

錮 ■ 】 拓菓大学北北　 遷短大 ■阜 環境農

白鴎大 経営 起首 1 国新句短大 国大

剰 ヒ私大叶 54 6 短掛大学 12 ＼

l合 格者組数 137
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後
斯
生
徒
会
執
行
部
は
、
生

徒
会
長
の
阿
部
瀾
君
を
中
心
に

し
て
、
い
く
つ
か
の
活
動
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
主
な
活
動

内
容
は
、
地
球
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
参
加
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
を
な
く
す
運
動
の
推
進
な
ど

で
す
。地

球
市
民
フ
ォ
ー
フ
ム
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
た
め
に
、

執
行
部
か
ら
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
や
、
環
境
問
題
、
世

界
の
感
染
症
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
↓
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

な
く
そ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

執
行
部
全
員
で
、
意
諏
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
作
り
、
放
送

で
も
呼
び
掛
け
ま
し
た
．

さ
ら
に
、
卒
業
生
を
送
る
予

餞
会
で
は
、
映
恋
「
逆
噴
射
豪

族
」
の
上
映
や
、
♪
明
日
が
あ

る
さ
（
坂
本
九
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

の
合
唱
を
行
い
ま
し
た
↓
逆
噴

射
豪
族
」
は
、
い
ろ
い
ろ
と
物

議
を
懐
す
マ
ン
ガ
家
・
小
林
よ

し
の
り
の
原
案
で
、
彼
の
作
品

「
東
大
一
直
線
」
や
彼
の
祖
父
的

人
物
の
要
素
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
「
逆
噴
射
」
と
は
、
昔
、

話
題
に
な
っ
た
言
葉
て
今
で

宮
え
ば
「
逆
ギ
レ
」
の
よ
う
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。
卒
衆
生
も

生
ま
れ
る
前
の
昭
和
5
7
年
2

月
、
羽
田
沖
で
、
心
身
症
と
認

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
抱
長
が

離
陸
し
た
ば
か
り
の
飛
行
楔
を

迎
噴
射
さ
せ
、
塵
落
さ
せ
る
事

件
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

心
の
影
響
が
身
体
の
病
気
と
な

っ
て
現
れ
る
「
心
身
症
」
と
突

発
的
な
行
動
だ
っ
た
「
逆
噴
射
」

と
い
う
宮
葉
が
注
目
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
映
画
は
、
逆
噴
射
後

の
一
家
が
新
天
地
で
謳
ら
す
様

子
で
終
わ
り
、
安
心
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
♪
明
日
が
あ
る
さ

は
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
出
回

る
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
の
合
唱
と
な
り
ま

し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
坂
本
九

バ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
曲
の
転
調
が

高
揚
感
を
生
ん
で
い
く
と
こ
ろ

が
強
く
、
卒
業
生
を
淡
助
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
予
臨
会
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
反
響
を
呼
ん
で
、
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

今
期
の
生
徒
会
執
行
部
の
大

方
は
、
四
月
下
旬
の
改
選
を
経

て
、
今
年
九
月
ま
で
活
動
を
行

う
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
活
動
が
順
調
な

の
に
加
え
て
、
最
近
始
め
た
校

内
放
送
も
軌
道
に
乗
せ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

【
三
E
下
田
昏
司
】

四
月
九
日
に
、
第
五
十

六
回
の
高
校
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
は
、
二
百
十
四

名
で
し
た
。

今
年
の
新
入
生
は
、
二

十
一
世
紀
に
な
っ
て
初
め

て
の
新
入
生
で
す
。
新
世

紀
の
岩
手
両
校
を
よ
り
よ

い
方
向
へ
ひ
っ
ぼ
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

新
入
生
に
向
け
て
、
校

長
の
菊
地
先
生
か
ら
「
高

校
は
人
間
形
成
の
場
だ
。

有
意
義
で
悔
い
の
無
い
高

校
生
清
を
送
る
よ
う
に
」

と
い
う
膏
薬
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

岡
本
P
T
A
副
会
長
か
ら
は

継
続
は
力
な
り
、
と
い
う
訓
辞

を
い
た
た
だ
き
ま
し
た
。

小
枝
指
同
窓
会
副
会
長
は
、

七
日
は
、
中
学
の
入
学
式
が
　
が
、
勉
強
は
自
分
で
す
る
し
か

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

校
長
先
生
は
、
次
の
よ
う
な
　
木
内
P
T
A
会
長
は
、
中
学

た
と
え
を
竃
さ
れ
ま
し
た
。
馬
　
生
時
代
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
で

小
枝
指
同
窓
会
副
会
長
は
、
覚

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
字
や
体

力
作
り
の
話
を
な
さ
い
ま
し
屯

今
年
、
成
人
式
な
ど
の
大
切

不
操
不
屈
（
ふ

と
う
ふ
く
つ
）

と
い
う
言
葉
を

出
さ
れ
、
先
輩

に
は
、
森
克

彦
氏
の
よ
う
に

東
北
の
魂
を
描

き
続
け
る
な
ど

し
て
、
活
疫
さ

れ
て
い
る
方
々

式
　
‥
‥
…
代
・
二
川
名

㌧小■瑚M…腰
囁
　
中
学
　
　
九
　
名

な
席
で
の
若
者

の
マ
ナ
ー
の
悪

さ
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年

の
新
入
生
の
態

度
は
お
お
む
ね

立
派
で
、
し
っ

か
り
や
る
ぞ
と

い
う
決
意
が
感

が
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

新
入
生
代
表
の
布
台
容
君
が

宣
誓
文
を
読
み
ま
し
た
。

を
水
辺
に
連
れ
て
い
く
こ
と
は

出
来
る
。
し
か
し
、
水
を
飲
ま

せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
勉
亮

す
る
環
境
は
学
校
で
整
備
す
る

酒
勤
し
た
思
い
出
を
語
ら
れ
、

楽
し
い
中
学
生
酒
に
し
て
く
だ

さ
い
、
と
新
入
生
を
激
励
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

我
々
の
紙
符
を
裏
切
ら
ず
に
励

ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

三
C
中
村
武
】

3月の白襟

2月中の巨額はrコ≡のポイ捨てをなくそう日でしたガ、期末
テストなどがありあまり呼び分けなどを行うことができませんでし
たので今月も引き続きこの田環にしたいと思います．前に各クラス
委員長に集まづてもらって、これと似た用紙を配布したのですが前

文で申しましたように、あ覆り効果を上げることガで重言せんでし
たので、再度R状況を報告したいと思います。現状況は学校に不要
のコミガ溺ちていたり、日のつかないところにコ三がある等、相も

蛮1つらすといつ厄ところです。
3月は非常に短いですガ、何時に新学年として入学生をお互いに

気持ちよく迎え入れられるように、気合いを入れていきまつしよいIl
執行委員では白襟を達成するために昼休みの皿由や放送での呼び

かけを予定しています。生徒のみなさんのこ協力お願いします。
【生徒会執行部　3年∈絶阿冊】

㌔
石
割
桜n

外
も
だ
ん
だ
ん
暖
か
く
な
っ

て
、
最
近
は
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
で

眠
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
入

学
式
、
始
業
式
も
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
▼
新
入
生
は
新
し
い

制
服
を
着
な
が
ら
、
ま
だ
衝
れ

て
い
な
い
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
高
校
三
年
生
は
、
我

が
岩
手
嘉
を
引
っ
張
る
者

と
な
り
、
高
校
生
活
最
後
の
年

を
一
生
懸
命
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
b
ま
た
、
受
験
生
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
毎
日
、
自
分

の
進
路
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
二
年
生
は
、
本
校
を
引

っ
張
る
三
年
生
を
ア
シ
ス
ト
し

な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
に

進
路
に
向
け
て
の
準
備
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
岩

手
中
高
姥
の
発
展
に
努
め
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
▼
さ
て
、

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
毎
日
、
交
通
事
故
が

報
告
さ
れ
ま
す
。
春
に
な
り

身
も
心
も
浮
か
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
▼
今
年
は
西
暦
二

千
一
年
。
つ
ま
り
二
十
一
世
紀

最
初
の
年
で
す
。
マ
ン
ガ
で
は

も
う
、
手
は
、
タ
イ
ヤ
が
無
く

（
奇
妙
な
変
現
だ
）
、
全
く
排
出

ガ
ス
の
な
い
も
の
が
動
い
て
い

る
は
ず
で
し
た
。
ま
あ
、
新
世

紀
の
最
初
の
年
か
ら
そ
う
な
る

と
は
思
い
ま
せ
ん
が
。
そ
れ
で

も
、
科
学
は
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
、

自
然
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
き

た
気
が
し
ま
す
。
現
在
も
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
問
題
が
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
は
そ
う
し
た
問
題

を
改
善
し
、
も
っ
と
自
然
を
大

切
に
し
て
い
く
よ
う
、
私
た
ち

で
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
三
F
昆
祐
貴
也
】
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
部
員
が

三
年
生
1
4
名
、
二
年
生
Z
名
、

】
年
生
数
名
で
日
々
活
動
し
て

い
る
。
岩
手
高
校
の
バ
レ
ー
部

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

が
、
毎
回
、
県
大
会
へ
出
場
し
、

ペ
ス
ト
1
6
～
ベ
ス
ト
8
と
い
う

好
成
績
を
収
め
て
い
る
。

普
段
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
が
練

習
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
る

と
い
う
。
大
会
前
に
は
、
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
練
習
爵
し
て
、

調
子
を
整
え
る
の
だ
そ
う
だ
。

皆
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
体
育

で
し
か
し
て
い
な
い
と
思
う
が
、

体
育
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
部
活

動
は
レ
ベ
ル
が
違
う
。
ス
パ
イ

ク
の
速
さ
は
か
な
り
の
も
の
で
、

レ
シ
ー
ブ
、
ト
ス
の
正
確
さ
は
、

さ
す
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
患

わ
せ
る
ほ
ど
だ
。

県
ベ
ス
ト
8
に

入
る
！

練
習
に
は
あ
ま
り
顔
を
お
出

し
に
な
ら
な
い
が
、
部
員
の
た

め
に
精
一
杯
力
を
貸
し
て
く
れ

る
顧
問
の
伊
藤
先
生
は
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
経
験
が
無
か
っ
た

の
に
、
部
員
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
と
し
て
く
だ
き
っ
て
い
る
。

部
長
の
小
野
寺
君
は
次
の
よ

う
に
語
る
。
「
部
員
の
平
均
身
長

は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
が
、

拾
っ
て
繋
ぐ
バ
レ
ー
で
県
大
会

ペ
ス
ト
8
を
ね
ら
っ
て
い
き
た

い
ご最

後
に
な
っ
た
が
、
近
頃
の

バ
レ
ー
部
は
だ
ん
だ
ん
力
を
つ

け
て
き
て
い
る
。
三
年
生
の
引

退
ま
で
の
時
間
は
短
い
が
、
こ

れ
か
ら
の
大
会
で
頑
張
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
バ
レ
ー
部
は
目
が
離
せ
な
い

存
在
と
な
り
そ
う
だ
。

墓　　　　　　　　　　重
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仙
部
活
動
優
秀
賞
を
授
与
さ
れ

｝
　
ま
し
た
。

三
月
二
十
四
日
に
中
学
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
近
藤
祐
佑
君
が
ス

キ
ー
部
、
布
合
着
君
が
テ
ニ

ス
翠
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

昨
年
、
我
々
高
校
生
の
年
代
の
犯
罪

か
次
々
に
報
道
さ
れ
た
。
主
婦
の
殺
害

経
験
を
実
行
し
た
愛
知
累
の
高
三
生
、

バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
し
雲
を
殺
傷
し
た
佐
賀

累
の
少
年
、
母
親
を
撲
殺
し
た
岡
山
豆

の
野
球
部
貝
、
新
宿
区
の
ビ
デ
オ
店
に

苛
を
投
げ
込
ん
だ
栃
木
累
の
高
一
生

彼
ら
は
事
件
当
時
、
十
七
農
で
、
こ
の
年

齢
は
壊
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
宅
本
校
出
版
委

員
会
も
、
い
わ
ゆ
る
壊
れ
る
十
七
歳
を

重
大
広
間
顔
と
し
て
取
り
上
げ
、
と
れ

ま
で
に
二
回
の
考
察
を
し
て
き
て
い
る
。

弟
一
回
（
本
紙
莞
百
八
号
）
で
は
、

事
件
を
起
こ
し
た
少
年
が
全
く
反
省
し

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、

自
分
は
少
年
法
に
よ
り
守
ら
れ
る
は
す

だ
、
と
い
う
意
識
ガ
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
宅

琴
面
（
本
紙
羊
百
十
号
）
で
は
、

犯
罪
ま
で
に
至
る
少
年
の
家
庭
は
劉
胃

カ
ガ
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
宅

今
回
は
、
少
年
自
身
の
心
に
つ
い
て

考
え
て
み
る
。

最
近
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら

な
い
中
点
生
（
の
年
代
）
　
の
犯

罪
。そ

の
原
因
は
、
主
に
家
庭
に

あ
り
、
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

は
家
庭
に
原
匠
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。今

の
中
高
生
の
生
活
を
見
て

い
る
と
、
他
人
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
が
完
全
に
麻
痺

へ
の
敬
意
も
忘
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
親
を
敬
愛
で

き
ず
、
話
し
合
っ
て
自
身
の
ス

ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と
も
し

な
い
。
そ
の
結
果
、
自
分
の
應

く
が
、
心
に
間
を
抱
ま
て
い
た

と
い
う
。
心
の
闇
は
、
家
族
や

他
人
と
の
ふ
と
し
た
事
か
ら
も

生
じ
る
白
た
だ
、
犯
罪
に
ま
で

至
る
の
昼
自
身
の
ね
じ
れ
た

喋
れ
る
十
七
歳

⑳
　
自
暴
の
心
の
歯

シ
ョ
ン
を
と
る
時
間
が
持
た
れ

ず
に
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
が
慢

性
的
に
溜
ま
っ
て
い
く
、
と
い

わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
当
に
そ
の
多
く

し
て
い
る
、
と
感
じ
る
。
手
伝

っ
て
も
ら
っ
て
当
た
り
前
。
自

分
が
面
白
く
な
け
れ
ば
他
人
に

当
た
る
。
こ
う
し
た
ね
じ
れ
た

考
え
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
親

情
を
無
関
係
の
他
人
に
ぶ
つ
け

て
し
ま
う
。
ぶ
つ
け
ら
れ
た
者

も
ま
た
同
様
の
事
を
し
て
い
け

ば
、
悪
循
環
で
あ
る
。

犯
罪
に
ま
で
至
っ
た
者
の
多

考
え
の
せ
い
だ
と
い
う
こ
と
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
読
者
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

謬
環
し
て
い
ま
す
J

【
三
C
小
原
秀
整

第
一
弾
〃

N
H
K
ス
キ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
　
第
3
部
門

（
自
由
ス
キ
ッ
ト
の
辞
〉
小
笠
原
・
田
中
・
小
田

急
が
、
「
番
組
講
師
奨
励
寅
」
を
受
賞
。
二
年
連

続
、
全
国
上
位
レ
ベ
ル
に
入
声
。

昨
年
十
月
に
英
会
話
部
が
応

募
し
た
「
英
語
ス
キ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
第
3
部
門
（
自
由
ス
キ

ッ
上
し
の
結
果
が
三
月
末
に
発

表
さ
れ
た
。

本
校
か
ら
は
、
今
年
三
月
に

卒
果
し
た
小
笠
原
正
覇
者
、
田

中
裕
也
君
、
小
田
島
聡
恵
垂
の

三
人
（
チ
ー
ム
名
三
J
亡
乳
F
O
r

L
琶
各
点
。
）
が
「
番
組
講
師
奨

励
甘
」
を
受
貪
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
N
H

K
ラ
ジ
オ
「
基
礎
英
語
」
主
催

の
も
の
で
、
中
高
生
だ
け
で
な

く
、
幼
推
屈
か
ら
、
大
人
ま
で

年
齢
を
問
わ
な
い
、
一
般
公
碁

の
も
の
で
あ
る
。
全
国
で
三
百

四
十
九
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

中
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

日
常
の
何
気
な
い
会
話
草
7

1
マ
に
し
、
英
森
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
短
い
劇
（
ス
キ
ッ
上

を
作
嘩
更
に
そ
れ
を
発
音
・
ア

ク
セ
ン
ト
に
留
意
し
な
が
ら
テ
ー

プ
に
録
音
し
、
送
る
の
で
あ
る
。

漉
坂
巻
の
イ
メ
ー
ジ
を
か
き
立
て

る
よ
う
な
荻
視
力
が
関
わ
れ
亀

入
資
作
品
の
題
名
は
二
■
A
什

雪
ぎ
t
e
蒜
e
C
ど
ロ
↓
分
か
れ
道

で
」
だ
っ
た
。

小
笠
原
君
か
ら
、
「
自
分
遠

が
、
精
一
杯
の
実
力
で
臨
み
、

そ
れ
が
賞
を
終
る
と
い
う
形
に

な
っ
た
事
が
鱈
し
い
で
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
い
う

；
口
が
寄
せ
ら
れ
た
。

岩
手
高
校
に
こ
の
寧
二
年
生

と
な
っ
た
菊
池
英
一
（
仮
名
）

と
い
う
生
徒
が
い
る
。

彼
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に

所
属
し
て
い
て
、
一
年
生
、
二

年
生
の
間
は
、
部
清
動
の
あ
る

日
は
も
ち
ろ
ん
、
な
い
日
も
自

主
練
習
す
る
と
て
も
真
面
ヨ
な

性
格
で
あ
っ
た
。
大
会
で
の
成

績
が
よ
い
方
だ
っ
た
硬
だ
が
、

大
き
な
悩
み
を
抱
え
て
い
た
。

そ
れ
は
、
受
験
、
で
あ
ろ

今
ま
で
は
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
て

い
な
か
っ
た
の
だ
が
、
二
年
生

最
後
の
模
擬
試
験
が
よ
く
な
か

っ
た
た
め
、
三
者
面
談
で
先
生

か
ら
、
「
菊
池
翠
、
も
っ
と
頑
張

っ
て
い
こ
う
」
と
言
わ
れ
た
の

だ
。
彼
は
、
大
学
進
学
を
日
産

し
て
い
た
の
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
。

毎
日
三
十
分
程
度
し
か
勉
強

し
て
い
な
か
っ
た
菊
池
君
は
、

そ
の
日
か
ら
、
少
し
ず
つ
時
間

を
増
や
し
て
い
こ
う
、
と
心
に

決
め
た
。

ま
ず
彼
は
、
家
で
の
自
由
な

時
間
を
見
直
し
、
勉
強
時
間
を

増
や
し
た
。
そ
し
て
、
勉
強
の

出
来
る
人
か
ら
コ
ツ
を
教
え
て

も
ら
っ
た
。
本
屋
へ
行
っ
て
参

考
書
も
買
っ
て
き
た
。
こ
の
よ

う
な
様
々
な
環
境
整
備
の
努
力

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

大
字
合
胞
は
難
し
い
、
と
痛
感

し
て
い
る
の
だ
。

ま
だ
時
間
が
あ
る
と
患
っ
て

い
て
は
だ
め
だ
、
そ
の
こ
と
を

彼
は
強
く
感
じ
て
い
た
。

八
つ
ゞ
く
）

【
三
F
高
橋
康
】

最近のニュースから
二
月
に
起
こ
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
原
子
力
潜
水
艦
と
日
本
の
実

習
船
・
え
ひ
め
丸
と
の
衝
突
事

故
に
つ
い
て
、
思
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
く
。

ま
ず
、
な
ぜ
潜
水
艦
の
中
に

民
間
人
を
乗
せ
、
し
か
も
、
彼

ら
に
操
縦
さ
せ
て
い
た
の
か
。

こ
の
こ
と
が
自
分
は
一
番
気
に

な
っ
た
。
（
や
り
過
ぎ
た
サ
ー
ビ

ス
だ
っ
た
ら
し
い
）
。

ま
た
、
何
か
の
テ
レ
ビ
番
組

で
、
こ
の
事
件
が
報
道
さ
れ
た

と
き
、
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
は
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
、
ア
メ

リ
カ
側
は
遺
族
に
も
う
充
分
に

謝
罪
を
し
て
い
る
、
と
語
っ
て

い
た
。し

か
し
、
事
故
の
当
事
者
ら

が
遺
族
の
前
に
出
て
☆
罪
し
た

の
は
、
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
ど
う
し
て
、

艦
長
は
事
故
の
後
す
ぐ
に
謝
罪

で
き
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
事

故
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
潜
水
艦

船
事
故

の
側
に
責
任
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
の
に
、
と
自
分
は
思
っ

た
。
（
訴
訟
が
か
ら
わ
た
し
て
も
、

紛
れ
も
な
い
非
は
す
ぐ
認
め
て

ほ
し
い
）
。

そ
れ
か
ら
、
遺
族
が
強
く
望

ん
で
い
る
、
え
ひ
め
丸
の
引
き

上
げ
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。
金

が
か
か
る
と
か
、
遺
族
へ
の
謝

罪
は
済
ま
せ
た
か
ら
も
う
い
い

じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
ア
メ
リ
カ

人
た
ち
は
語
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
遺
族
が
望
む
こ
と
を
す
る

の
が
、
今
の
ア
メ
リ
カ
に
と
っ

て
、
一
番
の
謝
罪
な
の
で
は
な

い
か
、
と
思
っ
た
白

最
後
に
、
事
故
の
あ
っ
た
時

に
、
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
て
、
対

応
の
ま
ず
さ
を
指
摘
さ
れ
た
蒜

総
理
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ

て
、
プ
レ
ー
を
続
け
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
絶
理
は
、
自

分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い

の
か
、
と
思
っ
た
。

【
三
D
大
塚
義
挙
】




